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 RI 第２６１０地区   

 井波庄川ロータリークラブ会報 
     ２００６－０７年度 No.7 9 月 6 日発行 

事務局 〒932-0211 富山県砺波市庄川町示野 121 リプロ内

TEL&FAX 0763-82-4318、inashorc@athena.ocn.ne.jp 

2006-07 年度 会長 上田 昭二 、幹事 河合 耕一 

２００６－０７年度 RI テーマ 

「率先しよう」 
(ウィリアム・B・ボイド会長) 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
本号目次 ①８月２３日第１３４０回例会記録 ②８月３０日第１３４１回例会記録  

例  会  記  録 

① 第１３４０回例会 
平成１８年８月２３日(水)井波文化センター例会

場 
１． 点鐘 

２． ソング「奉仕の理想」 

３． 卓話：ゲスト 道吉勝重先生（日本画家・射水ＲＣ

会長）紹介者：横山豊介会員 

４． ビジター…荒井進君（南砺ＲＣ） 

５． 会長の時間…上田会長「今日は、処暑。暦どおりい

くと暑さが峠を越す時期。斉藤副会長は稲刈りに没

頭されてます。」 

６． 幹事報告…河合幹事「９月初め２週、例会変更あり

ます。①９月第２週の夜間例会は、ガバナー公式訪

問で開催できなかった納涼家族例会にします。富山

のイタリア料理を召し上がりましょう。②９月第１

週は繰り上げて横山幹会員の卓話です。 

７． ニコニコ BOX…後述 

卓話・・・道吉勝重氏（日本画家：射水

ＲＣ会長） 

横山豊介会員紹介：今回は、色紙を１枚ご寄付いただき

ました。私の金沢美大の１年先輩です。現在は射水ロー

タリークラブの会長です。 

卓話内容「私は農家の出です。こうゆう芸術の道に入っ

たのは、伯父に八田勝之助という、高岡工芸から東京芸

術学校（現東京芸大）の教授になった人がいたためです。

母が早くに亡くなり、父親一人で育ててくれ、兄が伯父

と同じ金工の道に進んだので、同じものはおもしろくな

いと日本画の道を選びました。高岡工芸を卒業後、金沢

美大の１期生として入学、新美術協会に入り、その後、 

東京芸大に内地留学し、岡倉天心の感化を受け、

院展（日本美術院）に所属しています。岡倉天心

は英語に堪能で、海外に優れた美術品を贈り、日

本の価値を高めた人で、その後の平山郁夫など、

院展はさわやかで華やかな作風を持ち続けていま

す。 

 本日、色紙を持ってきたのは、７０００ｍ級の

カラコルム山脈に登り、酸素療法なしで５０００

ｍの地点で書き上げたものです。」 
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ニコニコＢＯＸ(本日６名) 

道吉射水ＲＣ会長…謝礼をニコＢＯＸへ寄付 

上田会長…道吉会長ようこそ。 

河合幹事…同上。 

助田会員…中古ですがバスを２台入れ替えしました。 

坂井ＳＡＡ…道吉会長ようこそ。 

山本会員…①京都東本願寺真宗本廟に母の分骨してき

ました②末娘、国内交流で小豆島・土庄町です、浅田会

員副団長で同伴していただいています。 

 

② 第１３４１回例会 
平成１８年８月３０日(水)井波文化センター例会

場 
１． 点鐘 

２． ソング「我等の生業」 

３． 卓話「高齢者の生き方」：ゲスト 雄川文夫氏（砺

波市老人クラブ連合会副会長）紹介者：木村英典会

員 

４． ビジター…西川雄策君（南砺ＲＣ） 

５． 会長の時間…上田会長「最近の新聞記事にはがっか

りします。悲惨な出来事が多く、たまにほのぼのと

した記事を見つけるとほっとします。」 

６． 幹事報告…河合幹事「９月１３日の納涼家族例会は、

三谷先生のお孫さんのご主人がシェフを勤める、富

山の Fiore di Farina というイタリアレストラン

です。奮ってご参加を。」 

７． その他…砺波市美術館 郷土作家シリーズ８「斉藤

清策展」 斉藤清策会員よりチケットを頂く 

http://www.city.tonami.toyama.jp/shisetsu/bijyutu

/saitoseisakuexhib155.pdf 

８． ニコニコＢＯＸ…後述 

卓話「高齢者の生き方」・・・雄川文夫

氏（砺波市老人クラブ連合会副会長） 

 

内容：人生８０年時代、これからいかに生きるか、大事

です。快適な生活を送るよう、心身ともに健康で明るく

楽しい生活を送れるよう次のことに心がけています。先

ずは、地域、いろんな役をやらせていただくありがたい

気持ち、次に仲間、出会いを大切に一緒に楽しもうとい

う気持ち、次に家族、家庭内で役割を持ち、家庭内で存

在価値のある立場でいるよう、高齢者になってもあり続

ける気持ち、そして自分、生きがいを見つけ経済的に自

立をしていく気持ちを持つ事が大事と考えます。 

 教員生活の第一の人生から、社会奉仕やボランティア

活動の退職後の第二の人生、７５歳を越えて後期高齢者

といわれる第三の人生に、私自身はこれからどう生きよ

うかと考えています。「自分史」作りがいいのではない

かと、資料を今から集めています。 

ニコニコＢＯＸ(本日 3 名) 

上田会長…雄川先生ようこそ。斉藤さんチケット感謝。 

河合幹事…雄川先生、１１月３日福野の同窓会、是非に。 

助田会員…ちょっといいことありました。 

【編集後記】 

 ついに、お盆後の疲れから、会報を例会２つまとめ

て載せる結果になりました。今後も有り得ますのでご容

赦下さい。 (山本武夫) 

 


